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文
化
財

文
化
財

文
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財

文
化
財
のののの
移
築
移
築
移
築
移
築
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
◇◇◇◇ 

国
登
録
有
形
文
化
財
の
「
旧
土
岐
邸
洋
館
」
及
び
「
旧
日
本
基
督
教
団
沼
田
教

会
紀
念
会
堂
」
を
中
心
市
街
地
（
２
街
区
）
に
移
築
復
原
し
、
文
化
財
を
活
用
し

た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
推
進
し
ま
す
。
（
位
置
図
参
照
）

貴
重
な
文
化
財
を
、
当
時
の
部
材
や
細
部
の
意
匠
な
ど
を
可
能
な
限
り
残
し
た
ま

ま
移
築
す
る
こ
と
で
文
化
財
の
価
値
を
保
ち
ま
す
。
移
築
予
定
地
の
近
隣
に
は
、

群
馬
県
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
「
旧
沼
田
貯
蓄
銀
行
」
や
沼
田
市
名
誉
市
民
の

歌
人
、
生
方
た
つ
ゑ
の
著
書
を
中
心
と
し
た
詩
歌
関
係
書
を
多
く
集
め
た
施
設
で

あ
る
「
生
方
記
念
文
庫
」
が
移
転
完
了
し
て
お
り
、
「
都
市
観
光
」
の
拠
点
と
し

て
整
備
を
進
め
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
沼
田
市
民
の
方
々
と
も
連
携
し
て

来
街
者
を
増
や
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
移
築
整
備
完
了
予
定
は
平
成
３１
年
度
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。                                                                                                       
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介
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介
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介
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介
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新
設
新
設
新
設
新
設
さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す
◇◇◇◇ 

 
社
会
福
祉
法
人
な
ご
み
の
杜
【
設
置
代
表
者 
理
事
長 
西
松
輝
高
】
が
運
営

す
る
介
護
福
祉
施
設
「
（
仮
称
）
菜
の
花
館
本
町
通
り
」
が
４
街
区
に
新
設
さ
れ

る
予
定
で
す
。
（
位
置
図
参
照
） 施

設
は
鉄
骨
構
造
３
階
建
て
で
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
、
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
計

画
し
て
お
り
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
広
げ
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
の
考
え
で
す
。
平
成
29
年
11
月
頃
に
着
工
し
、
平
成
30
年
8
月
の

開
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。                                                                                                                                         平成２９年 
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旧土岐邸洋館（国登録有形文化財） 

 

大正 13年(1924)建設。木造 2階建(屋根裏部屋付)天然スレート葺、建築面

積 211.90㎡。 

江戸時代に沼田藩主を勤めた土岐家の東京渋谷にあった邸宅の洋館部分を、

平成 2年(1990)に沼田公園内に移築したもの。アメリカ風下見やアーチ窓を

用いる等、外観は洋風だが、内部は和風と洋風の両方の接客室を持つ擬洋風

建物。大正期の大邸宅に建てられた洋館の好例といえる。 

旧日本基督教団沼田教会紀念会堂（国登録有形文化財） 

 

大正 3年（1914）建設。木造２階建、スレート葺。建築面積 151.63㎡。 

星野家の寄付によって建てられた建物。市内で数少ない大正期の洋風建築

で、外壁の下見板、縦長の上下窓、急勾配の屋根等にその特徴がよくあらわ

れている。設計・施工は、フェリス学園などを手がけた埼玉県和戸（現宮代

町）出身の大工小菅幸之助。昭和 63年(1988)に現在地に移築され、平成 28

年に沼田市に寄贈された。 

位置図 
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の
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・
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・
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備
整
備
整
備
整
備
がががが
完
了
完
了
完
了
完
了

し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た
◇◇◇◇    平

成
29
年
3
月
に
「
公
衆
ト
イ
レ
・
駐
車
場
」
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。 駐

車
場
の
利
用
対
象
者
は
２
街
区
の
生
方
記
念
文
庫
・
旧
沼
田
貯
蓄
銀
行
や
今

後
整
備
予
定
の
文
化
財
を
含
む
「
に
ぎ
わ
い
の
核
利
用
者
及
び
中
心
商
店
街
の
利

用
者
（
お
客
様
）」
で
す
。
公
衆
ト
イ
レ
は
24
時
間
誰
で
も
利
用
で
き
、
今
後
「
ぐ

ん
ま
ビ
ジ
タ
ー
ト
イ
レ
認
証
」
を
予
定
し
て
お
り
、
広
場
部
分
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
イ
ベ
ン
ト
等
で
利
活
用
を
し
て
い
き
ま
す
。                                                                               

◇◇◇◇
テ
ラ
ス

テ
ラ
ス

テ
ラ
ス

テ
ラ
ス
沼
田
沼
田
沼
田
沼
田
のののの
整
備
整
備
整
備
整
備
がががが
始始始始
ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た
◇◇◇◇    テ

ラ
ス
沼
田
は
、「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
活
用
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、「
規
模
の

適
正
化
に
よ
る
持
続
可
能
な
建
物
」
「
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
使
い
魅
力
あ
る
快
適
な

空
間
を
創
出
す
る
」
「
ま
ち
に
開
か
れ
た
建
物
」
の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
整
備

方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。 建

物
は
7
階
建
て
と
な
っ
て
お
り
、
既
存
の
建
物
を
減
築
、
改
修
す
る
こ
と
で
、

市
庁
舎
・
市
民
活
動
施
設
・
商
業
施
設
・
業
務
施
設
を
配
置
し
、
市
民
が
日
常
的

に
利
用
で
き
る
市
民
の
た
め
の
建
物
と
し
て
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。 テ

ラ
ス
沼
田
の
整
備
は
平
成
29
年
7
月
に
着
工
と
な
り
、
供
用
開
始
は
平
成

31
年
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
近
隣
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。                                                     公衆トイレ外観写真 

 

 

ＪＡ農産物直売所と調和の取れた和風な意匠となっています。 

にぎわいの核位置図 


